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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の先端へ照明光を導くためにこの内視鏡の略全長に亘って引き通され、外部に突
出したパイプからなる口金内にその基端が固定されているライトガイドにおける当該基端
に、前記照明光を導入するための光源装置であって、
　照明光を発する光源と、
　前記光源から発した照明光を導光して収束させる光学系と、
　前記光学系によって前記照明光が収束される位置近傍に前記口金を保持する支持体と、
　前記支持体に前記口金が保持されているときに当該口金の外周面に接する熱伝導体と、
　前記支持体によって保持される前記口金中の前記ライトガイドの基端と前記光源との間
において、前記照明光の光路と交差する方向に往復可能に設けられた絞り板と、
　前記絞り板を前記照明光の光路から遠ざける方向に移動させる力を生じる第１のばねと
、
　変形温度以上に加熱された時に予め記憶されている形状に変形する形状記憶材料から形
成されており、前記熱伝導体にその一端が接しているとともに、その温度が前記形状記憶
材料の変形温度を超えた時には前記第１のばねと反対の方向に前記絞り板を移動させる力
を生じる第２のばねと
を備えたことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記形状記憶材料の変形温度よりも高い温度における前記第２のばねのばね定数は、前
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記第１のばねのばね定数よりも大きい
ことを特徴とする請求項１記載の光源装置。
【請求項３】
　前記第１のばねのばね定数は、前記形状記憶材料の変形温度よりも低い温度における前
記第２のばねのばね定数よりも大きい
ことを特徴とする請求項２記載の光源装置。
【請求項４】
　前記第１のばねの一端が固定されているとともに、前記照明光の光路と交差する方向に
往復可能な第１ラックと、
　前記第２のばねの他端が固定されているとともに、前記照明光の光路と交差する方向に
往復可能な第２ラックと、
　前記支持体に回転自在に設けられたピニオンギアとを更に有し、
　前記第１のばねの他端は、前記支持体に対して固定されており、
　前記第１ラックと前記第２ラックとは、対向した状態で夫々のラックに設けられたギア
を前記ピニオンギアに噛み合わせており、
　前記第２のばねは、前記形状記憶材料の変形温度を超えたときには、その形状が伸びる
ように設計されており、
　前記絞り板は前記第１ラックに固定されている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡内に引き通されたライトガイドへ光を入射させるための光源装置に、
関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、主として患者の体腔内（例えば消化管の様子）を撮影する場合には、電
子内視鏡の先端部から照明光を出射することによって体腔内を照明し、照明された体腔内
を撮像素子によって撮影する電子内視鏡システムが、用いられている。このような電子内
視鏡システムは、電子内視鏡，光源プロセッサ装置（光源装置と画像処理プロセッサ装置
を組み合わせたもの）及び、表示装置から、構成される。
【０００３】
　電子内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部，電子内視鏡の基端側に設けられた操作部，
この操作部に接続されたライトガイド可撓管，及び、このライトガイド可撓管の基端に形
成されたコネクタを、有している。
【０００４】
　この電子内視鏡の挿入部内の先端側には、照明光を体腔内に導くライトガイドの先端部
分，及び、体腔内を撮像して画像信号を生成する撮像素子が、配置されている。また、こ
のライトガイドは、挿入部，操作部，ライトガイド可撓管，コネクタ内に順に引き通され
ている。また、電子内視鏡のコネクタは、撮像素子と電気的に接続している端子と、光源
プロセッサ装置の内部に挿入される金属管からなる口金とを有している。なお、ライトガ
イドの基端は、電子内視鏡の口金の内径と等しい外径を有しており、この口金の内部に固
定されている。
【０００５】
　光源プロセッサ装置の筐体には、電子内視鏡のコネクタと接続可能なソケットが設けら
れており、このソケットには、画像処理回路に電気的に接続している端子と筐体の内部に
通じる貫通穴とが、設けられている。この光源プロセッサ装置の内部には、当該貫通孔の
中心軸の延長線上に沿って、集光レンズと光源（ランプ）とが、設けられている。さらに
、光源プロセッサ装置の内部には、撮像素子によって生成された画像信号に基づいて表示
装置に画像を表示させるための処理を行う画像処理回路が、設けられている。
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【０００６】
　そして、電子内視鏡のコネクタに設けられた口金が光源プロセッサ装置のソケットの貫
通孔に挿入されると、当該口金（及びライトガイドの基端）の端面が、光源プロセッサ装
置の内部において、集光レンズと対向する位置に、配置される。同時に、電子内視鏡のコ
ネクタに設けられた端子と光源プロセッサ装置のソケットに設けられた端子とが接して、
光源プロセッサ装置の画像処理回路と電子内視鏡の撮像装置とが電気的に接続される。こ
の状態で光源から集光レンズへ向けて照明光が射出されると、ライトガイドの基端面上に
照明光が収束され、このライトガイドによって照明光が導光され、電子内視鏡の挿入部の
先端からその照明光が射出されるようになり、体腔内が照明光によって照明されるため、
撮像装置によって体腔内の様子を撮像することができるようになる。特許文献１には、こ
のような電子内視鏡システムが、開示されている。
【０００７】
　ところで、このような電子内視鏡システムを用いた診察を行う際には、診察内容に応じ
て、ライトガイドの基端の外径が異なる電子内視鏡を取り替える場合がある。この場合に
は、口金の外径は等しく、当該口金の内側に固定されたライトガイドの基端の外径（及び
、口金の内径）が異なる電子内視鏡が、取り替えて光源プロセッサ装置に接続される。そ
して、このような電子内視鏡システムでは、電子内視鏡が取り替えられた場合であっても
ライトガイドの基端面全体に照明光を入射させるように、ライトガイドの基端面において
集光レンズによって収束される照明光の径が、接続され得る電子内視鏡のどのライトガイ
ドの基端の外径よりも大きくなるように（例えば、口金の外径よりも大きくなるように）
、設計される。このように設計されれば、どのような外径のライトガイドの基端を有する
電子内視鏡が光源プロセッサ装置に取り付けられたとしても、ライトガイドの基端面全体
に照明光が入射するようになる。なお、光源から射出される照明光は非常に輝度が高いた
め、収束された照明光の一部がライトガイドに入射できなかったとしても（口金によって
入射光が一部遮られてしまったとしても）、体腔内を観察するための照明光として十分な
輝度を得ることができる。
【特許文献１】特開２００２－０７２１０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記の構成を採用した場合には、口金の端面に照射された照明光が、当
該口金に吸収されて、熱に変化してしまう。そのため、この電子内視鏡システムによる診
察を長時間連続して行った場合には、口金の端面周辺が加熱されてライトガイド基端周辺
が異常な高温になってしまう場合がある。
【０００９】
　この場合には、診察が終わった直後に、電子内視鏡を光源プロセッサ装置から取り外し
たときに、術者が口金の端部周辺を誤って触ってしまうと、火傷をしてしまう虞がある。
また、ライトガイド自体にもクラック等の熱損傷が生じてしまう虞がある。
【００１０】
　そこで、本発明の課題は、内視鏡内に引き通されたライトガイドの基端が固定された口
金が異常な高温になることを防ぐことができる光源装置を、提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために案出された本発明による光源装置は、内視鏡の先端へ照明光
を導くためにこの内視鏡の略全長に亘って引き通され、外部に突出したパイプからなる口
金内にその基端が固定されているライトガイドにおける当該基端に、前記照明光を導入す
るための光源装置であって、照明光を発する光源と、前記光源から発した照明光を導光し
て収束させる光学系と、前記光学系によって前記照明光が収束される位置近傍に前記口金
を保持する支持体と、前記支持体に前記口金が保持されているときに当該口金の外周面に
接する熱伝導体と、前記支持体によって保持される前記口金中の前記ライトガイドの基端
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と前記光源との間において、前記照明光の光路と交差する方向に往復可能に設けられた絞
り板と、前記絞り板を前記照明光の光路から遠ざける方向に移動させる力を生じる第１の
ばねと、変形温度以上に加熱された時に予め記憶されている形状に変形する形状記憶材料
から形成されており、前記熱伝導体にその一端が接しているとともに、その温度が前記形
状記憶材料の変形温度を超えた時には前記第１のばねと反対の方向に前記絞り板を移動さ
せる力を生じる第２のばねとを、備えたことを特徴とする。
【００１２】
　このように構成された光源装置によると、内視鏡の口金が光源装置の支持体に保持され
た状態においては、光源から発した照明光は、光学系を通じて導光されて、当該口金内に
固定されたライトガイドの基端に向けて収束し、その収束点近傍において、このライトガ
イドの基端に入射する。この時、ライトガイドの径等に依っては、光学系によって収束さ
れた全光束がライトガイドに入射せず、パイプの端面や縁に入射することがある。また、
ライトガイドを構成する各光学繊維におけるクラッド端面に入射する光束もある。このよ
うな光束は、ライトガイドによって導光されることがないので、これら口金又はクラッド
に吸収され、熱に変換されてしまう。すると、口金に熱が蓄積し、この口金に接触してい
る熱伝導体を介して第２のばねへ熱が伝わり、この第２のばねの温度を上昇させる。そし
て、その温度が形状記憶材料の変形温度を超えたときに、この第２のばねが記憶している
形状に復元しようとするので、それによって、絞り板を光源部から射出された光の光路中
に移動させる力が、第２のばねに生じる。そして、この第２のばねによって生じた力が第
１のばねによる弾発力に抗じて絞り板を光路中に挿入させるため、ライトガイドを加熱し
ていた光が遮られることになる。すると、ライトガイドに入射しきれずに熱に変化してい
た光束の多くが遮られるため、口金に対する加熱が弱まる。このようにして、ライトガイ
ドの基端が極端に加熱され続けることが防止されるので、本発明によると、ライトガイド
の基端周辺が異常な高温になることが、抑制されるのである。
【００１３】
　なお、前記形状記憶材料の変形温度よりも高い温度における前記第２のばねのばね定数
は、前記第１のばねのばね定数よりも大きくてもよいし、前記第１のばねのばね定数は、
前記形状記憶材料の変形温度よりも低い温度における前記第２のばねのばね定数よりも大
きくてもよい。
【００１４】
　また、前記第１及び第２のばねは、圧縮ばねであっても引っ張りばねであっても良い。
前者の場合、第１のばねの一端を、前記光の光路と交差する方向に往復可能であって前記
絞り板を一体に有する第１ラックに固定するとともに、その他端を、前記支持体に固定す
る。また、前記第２のばねの他端を、前記光の光路と交差する方向に往復可能な第２ラッ
クに固定する。そして、前記支持体に回転自在に設けられたピニオンギアを、互いに対向
して配置された各ラックのラックギアに、夫々、噛合させる。この場合、前記第２のばね
は、前記形状記憶材料の変形温度を超えたときには、その形状が伸びるように形状が記憶
されていれば、良い。
【００１５】
　さらに、絞り板は、照明光の光路の両側からこの光路に進入するように、２枚備えられ
ていても良い。この場合、第１のばね、第２のばねも、２組必要となる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によると、内視鏡内に引き通されたライトガイドの基端が固定された口金が異常
な高温になることを防ぐことができる光源装置を、提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に、添付図面に基づいて、本発明を実施するための形態を、説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施の形態である内視鏡システムの外観図である。図１に示されるよ
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うに、この内視鏡システムは、電子内視鏡１０，光源プロセッサ装置２０，及び、モニタ
ー６０を、備えている。
【００１９】
　電子内視鏡１０は、体腔内に挿入されるために細長く形成されている体腔内挿入部１０
ａ，その体腔内挿入部１０ａの先端部分を湾曲操作するためのアングルノブ等を有する操
作部１０ｂ，操作部１０ｂと光源プロセッサ装置２０とを接続するためのライトガイド可
撓管１０ｃ，及び、このライトガイド可撓管１０ｃの基端に設けられたコネクタ１０ｄを
、備えている。
【００２０】
　体腔内挿入部１０ａは、体腔内に挿入される部分であり、樹脂製の被覆管とこの被覆管
に覆われた管状の骨格構造とを備えている。その骨格構造は、与えられた外力に応じて柔
軟に屈曲するとともに、体腔壁を傷つけない程度に屈曲の状態を維持できる剛性を保有す
る。また、体腔内挿入部１０ａは、図示していないが、先端部内に、対物光学系及び撮像
素子を備えている。対物光学系は、体腔内挿入部１０ａの先端に対向した被写体の像を形
成し、撮像素子は、対物光学系によって形成された像を撮像して画像信号に変換する。
【００２１】
　操作部１０ｂは、アングルノブ１１２，鉗子口１１３などを備えた部分であり、体腔内
挿入部１０ａの基端に接続されている。なお、アングルノブ１１２は、体腔内挿入部１０
ａにおけるその先端から基端に向かった所定の長さの部分に組み込まれた湾曲機構を通じ
て、体腔内挿入部１０ａの先端部分の湾曲状態を変化させるための把手である。鉗子口１
１３は、体腔内挿入部１０ａの内部に引き通された細管（鉗子チャンネル）へ、鉗子など
の処置具を挿入するための開口である。
【００２２】
　ライトガイド可撓管１０ｃは、ライトガイド１６１及び各種の信号線が内部に引き通さ
れた中空の可撓管であり、その先端は、操作部１０ｂの側面に接続されている。
【００２３】
　このライトガイド１６１は、複数の光学繊維を束ねて構成されており、体腔内挿入部１
０ａ，操作部１０ｂ，ケーブル部１０ｃ内に順に引き通されている。
【００２４】
　なお、ライトガイド可撓管１０ｃ内に引き通されている信号線は、体腔内挿入部１０ａ
の撮像素子に接続された信号線を、含んでいる。
【００２５】
　コネクタ１０ｄは、ライトガイド可撓管１０ｃの基端に接続されており、光源プロセッ
サ装置２０に着脱自在に装着させるための接続部分である。図２には、電子内視鏡１０と
光源プロセッサ装置２０との接続部分の断面が示されている。この図２に示すように、コ
ネクタ１０ｄにおけるライトガイド可撓管１０ｃが接続された側と反対側の端面には、端
子１９，及び、金属管からなる口金１６が、垂直に突出した状態で形成されている。なお
、端子１９は撮像素子に接続された信号線と電気的に接続しており、ライトガイド１６１
の基端は口金１６内に挿入された状態で固定されている。
【００２６】
　光源プロセッサ装置２０は、電子内視鏡１０のライトガイド１６１の基端面に照明光（
白色光）を導入するとともに、撮像素子から受信した画像信号に基づいてビデオ信号を生
成する装置である。
【００２７】
　この光源プロセッサ装置２０の筐体の正面パネルには、各種スイッチ２１と、電子内視
鏡１０のコネクタ１０ｄが接続されるソケット２２とが形成されている。このソケット２
２には、口金１６が挿入される貫通穴２３と、電子内視鏡１０の端子１９が挿入される挿
入部２４とが形成されており、貫通穴２３は、光源プロセッサ装置２０の内部空間に通じ
ている。なお、この貫通穴２３の径は口金１６の外径と略等しく形成されており、貫通穴
２３に口金１６が挿入されたときには、両者の中心軸が一致する。



(6) JP 4774284 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

【００２８】
　また、光源プロセッサ装置２０の内部には、電子内視鏡１０の撮像素子から受信した画
像信号に対して画像処理を行うことによってビデオ信号を生成してモニター６０へ出力す
る画像処理装置（図示略）及び光源プロセッサ装置２０全体を制御するためのコントロー
ラであるシステムコントロール回路（図示略）が、設けられている。この画像処理装置は
ソケット２２の挿入部２４に図示せぬ信号線によって電気的に接続されており、ソケット
２２にコネクタ１０ｄが接続されたときには、画像処理装置と撮像装置とが電気的に接続
される。
【００２９】
　また、光源プロセッサ装置２０の内部には、貫通穴２３の中心軸（即ち、貫通孔２３に
挿入される口金１６の中心軸）の延長線上に沿って、貫通穴２３に向かって順番に、照明
光を射出する光源２０１，光源２０１から射出された光束を絞る絞り２０２，絞り２０２
を通過した光束を収束させる集光レンズ２０３，及び、光源プロセッサ装置２０の内側に
挿入された口金１６の先端部分を保持するための口金保持ユニット３０が、設けられてい
る。
【００３０】
　光源２０１は、可視帯域全域の波長成分を持つ照明光を発するランプと、このランプか
ら発した照明光を平行光として反射するリフレクタとから、構成されている。なお、この
光源２０１は、照明光の射出口の前に、赤外領域の光を除去する赤外除去フィルタを、備
えている。そのため、光源２０１から射出される照明光からは赤外光成分が除去される。
【００３１】
　絞り２０２は、撮像素子に入射する光の輝度に基づいて、ライトガイド１６１へ入射す
る光量を自動的に最適化するための絞りである。具体的には、画像処理装置に入力された
画像信号における輝度情報に基づいて、図示せぬシステムコントロール回路が、撮像素子
に入射する光の輝度が強いと判定した場合にはアクチュエータ２０２ａによって絞り２０
２を絞らせ、撮像素子に入射する光の輝度が弱いと判定した場合にはアクチュエータ２０
２ａによって絞り２０２を開く。
【００３２】
　以下、図３，図４に基づいて、口金保持ユニット３０の構成を具体的に説明する。なお
、図３には、口金１６の軸方向と平行な面に沿った口金保持ユニット３０の縦断面が描か
れており、図４には、口金１６の軸方向と垂直な面に沿った口金保持ユニット３０の横断
面が描かれている。なお、図４（ａ）は熱伝導体４１０がある位置での断面を示しており
、図４（ｂ）は突起部３０１ｃがある位置での断面を示している。また、以下の説明にお
ける「上」，「下」は、図３における上下方向を基準として行う。
【００３３】
　口金保持ユニット３０は、口金１６先端部分を保持するための支持材３０１と、絞り板
３４０と、絞り板３４０を駆動させるために支持材３０１の上面に設けられた駆動部４０
とを、有している。
【００３４】
　支持材３０１は、光源プロセッサ装置２０の筐体の底板に対して固定された板状の支持
材３０１ａと、口金１６を挟み込むための間隔をあけた状態で支持材３０１ａの上側に配
置され、この支持材３０１ａに対して固定された板状の支持材３０１ｂとを、有している
。これらの支持材３０１ａの上面と支持材３０１ｂの下面とは、図４に示すように、口金
１６の外周面と対向して口金１６を保持するために、口金１６と対向する箇所の形状が口
金１６の形状に合わせて凹んでいる（即ち、貫通孔２３から見た支持材３０１ａ，３０１
ｂの断面における中心部分の形状が、半円状に凹んでいる）。
【００３５】
　また、支持材３０１ｂにおける集光レンズ２０３側の上面には、突起部３０１ｃが凸状
に突出して形成されている（図４（ｂ）参照）。また、突起部３０１ｃよりも貫通孔２３
側には、支持材３０１ｂの上下方向に貫通した孔である熱伝導体保持孔３０１ｄが形成さ
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れており、この熱伝導体保持孔３０１ｄには熱伝導体４１０が嵌め込まれている（図４（
ａ）参照）。
【００３６】
　この熱伝導体４１０は、アルミニウムや銅等の熱伝導性が高い物質から作られており、
熱伝導体保持孔３０１ｄに嵌めこまれた場合には、その上部が支持材３０１ｂの上面より
も突出した状態になるとともに、その下部が支持材３０１ｂの下面よりも若干突出した状
態になる。なお、熱伝導体４１０が支持材３０１ｂの下面から突出する長さは、支持材３
０１ａ，３０１ｂの間に口金１６を挿入したときに熱伝導体４１０が口金１６の外周面に
接する程度の長さに、設定される。
【００３７】
　次に、図５に基づいて、駆動部４０について説明する。なお、図５は、支持材３０１ｂ
の上面から見た駆動部４０の概略図である。
【００３８】
　図５に示すように、駆動部４０は、貫通孔２３の軸方向に３種類の部品群を順番に並べ
て構成されている。
【００３９】
　最も貫通孔２３に近い位置にある第１の部品群は、熱伝導体４１０と、貫通孔２３の中
心軸と垂直な軸方向における熱伝導体４１０の両端面にその一端が夫々固定された形状記
憶合金ばね４００，４００と、各形状記憶合金ばね４００，４００の他端に取り付けられ
たラック３１０，３１０とから、構成されている。
【００４０】
　形状記憶合金ばね４００，４００（第２のばねに相当）は、形状記憶合金（形状記憶材
料に相当）から作られたばねであり、夫々、貫通孔２３の中心軸と垂直な軸方向（図４，
５における左右方向）に伸縮可能に設けられている。この形状記憶合金ばね４００は、変
態点（形状記憶合金が変形して予め記憶されていた形状に復元する温度。変形温度に相当
）を超えたときにその形状が伸びるように設計されている。即ち、形状記憶合金ばね４０
０に記憶させた最初の形状がばねを伸ばした状態であり、加熱されて変態点を超えると記
憶していた形状に戻るように設計されている。なお、この形状記憶合金ばね４００の変態
点は、人が触ったときに火傷を起こす虞がない範囲において比較的高い温度に設定されて
いる。また、形状記憶合金ばね４００に替えて、形状記憶樹脂（その温度が１次形状回復
温度（樹脂が変形して予め記憶されていた形状に復元する温度。変形温度に相当）を超え
た時に予め記憶された元の形状に復元する性質を有する樹脂）からなるばねを採用しても
良い。これらは、いずれも形状記憶材料であるため、加熱されたときに変形してばねを伸
ばすように設計することができる。
【００４１】
　ラック３１０，３１０（第２ラックに相当）は、支持材３０１ｂ上において貫通孔２３
の中心軸と垂直な方向（図４，５における左右方向）のみに移動可能となるように支持材
３０１ｂ上でガイドされた略角柱であり、その一方の面の側面にラックギアが形成されて
いる。また、このラック３１０，３１０におけるラックギアが、後述するピニオンギア３
３０，３３０と噛み合う。
【００４２】
　第２の部品群としてのピニオンギア３３０，３３０は、夫々のラック３１０，３１０の
ラックギアと噛み合った状態で、支持材３０１ｂ上に回転自在に保持されている。なお、
このピニオンギア３３０，３３０の回転軸３３１（図３参照）は、支持材３０１ｂ上に回
転自在に固定されているため、ピニオンギア３３０，３３０は、同一箇所で回転する。
【００４３】
　第３の部品群は、第２の部品群よりも集光レンズ２０３側にあり、突起部３０１ｃと、
貫通孔２３の中心軸と垂直な方向における突起部３０１ｃの両側面にその一端が夫々固定
されたばね４２０，４２０と、各ばね４２０，４２０の他端に取り付けられたラック３２
０，３２０とから、構成されている。
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【００４４】
　ばね４２０，４２０（第１のばねに相当）は、通常の金属を用いて作られたばねであり
、夫々、貫通孔２３の中心軸と垂直な軸方向（図４，５における左右方向）に伸縮可能に
設けられている。なお、ばね４２０のばね定数は、室温（変態点より低い温度）における
形状記憶合金ばね４００のばね定数よりも大きい。
【００４５】
　ラック３２０，３２０（第１ラックに相当）は、支持材３０１ｂ上において貫通孔２３
の中心軸と垂直な方向（図４，５における左右方向）のみに移動可能となるように支持材
３０１ｂ上でガイドされた略角柱であり、その一方の側面にラックギアが形成されている
。そして、このラック３２０，３２０のラックギアが、ピニオンギア３３０，３３０と噛
み合っている。このように、ラック３１０とラック３２０とは対向した状態で夫々そのラ
ックギアがピニオンギア３３０に噛み合っているため、ラック３１０が一方へ移動した場
合には、対向しているラック３２０は反対方向へ移動するようになる。なお、ラック３２
０，３２０は、その一部が支持材３０１ｂよりも集光レンズ２０３側に張り出している（
図３参照）。
【００４６】
　図３に示すように、このラック３２０，３２０において支持材３０１ｂよりも集光レン
ズ２０３側に突出している部分の下面には、夫々、絞り板３４０，３４０が固定されてい
る。即ち、この絞り板３４０，３４０は、集光レンズ２０３と支持材３０１との間におい
て、貫通孔２３の中心軸と垂直な方向に往復可能に配置されている。また、この絞り板３
４０，３４０は、図４（ｂ）に示すように、支持材３０１ｂの上面から支持材３０１ａの
上面（上面における最も凹んだ位置）までを覆うことができる高さと、口金１６の半径と
略同じ幅とを有する矩形の板形状を有している。なお、これらの絞り板３４０，３４０は
、初期状態（口金１６が室温と同じ場合）では、集光レンズ２０３を通過した光路上にお
いて、絞り板３４０，３４０が口金１６に入射する光を遮蔽しない位置に、配置されてい
る。
【００４７】
　以下、熱伝導体４１０が加熱された時の駆動部４０の動作について、図６に基づいて説
明する。なお、図６は、熱伝導体４１０の加熱，放熱による駆動部４０の動作の説明図で
ある。
【００４８】
　図６（ａ）に示すように、熱伝導体４１０が加熱される前の状態（初期状態）では、ラ
ック３２０，３２０は、どちらも突起部３０１ｃから離れた位置に、配置されている。そ
して、熱伝導体４１０が変態点を超えて加熱された場合には、その熱が形状記憶合金ばね
４００，４００に伝わり、形状記憶合金ばね４００，４００が記憶している元の形状（ば
ねを伸ばした状態）に戻る力が働くため、ラック３１０，３１０が、夫々、伸張する形状
記憶合金ばね４００，４００によって押し出され、熱伝導体４１０から離れる向きに移動
する。すると、このラック３１０，３１０の移動に伴ってピニオンギア３３０，３３０が
回転し、ラック３２０，３２０が、突起部３０１ｃに近づくように、移動する。なお、形
状記憶合金ばね４００が記憶している元の形状に戻ろうとする力は、ばね４２０がラック
３２０を突起部３０１ｃから離れる向きに働く弾発力よりも大きくなるように設計されて
いるため（即ち、変態点以上の温度では、形状記憶合金ばね４００のばね定数が、ばね４
２０のばね定数よりも大きくなるように設計されている）、熱伝導体４１０が変態点以上
に加熱された場合には、ラック３２０，３２０は、ばね４２０，４２０を押し縮めながら
移動することができる。
【００４９】
　そして、熱伝導体４１０に対する加熱が行われなくなると（または、加熱するエネルギ
ーが弱くなると）、熱伝導体４１０から熱が放熱されて、熱伝導体４１０の温度が変態点
を下回る。すると、形状記憶合金ばね４００，４００が記憶している元の形状に戻ろうと
する力（形状記憶合金ばね４００を伸ばそうとする力）が弱まるため、ラック３２０，３
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２０を突起部３０１ｃへ近づける方向に働く力（ばね４２０，４２０を押さえつける力）
が弱くなる。その結果、ラック３２０，３２０は、ばね４２０，４２０によって突起部３
０１ｃから離れる方向へ押し戻され、ラック３１０，３１０は、形状記憶合金ばね４００
，４００を押し縮めながら熱伝導体４１０へ近づく方向へ移動する。そして、最終的に、
ラック３１０，３１０とラック３２０，３２０とは、初期状態の位置に戻る。
【００５０】
　以上のように構成されるので、本実施形態による内視鏡システムは、以下に記述するよ
うに、作用する。
【００５１】
　術者は、モニター６０及び光源プロセッサ装置２０の主電源をそれぞれ投入し、電子内
視鏡１０を光源プロセッサ装置２０に接続する。そして、光源プロセッサ装置２０のスイ
ッチパネルを操作して、光源２０１を点灯すると、集光レンズ２０３によって収束された
照明光が、口金１６及びライトガイド１６１上に照射され、モニター６０上に体腔内の様
子が映し出される。なお、この時点では、熱伝導体４１０は室温（変態点よりも低い温度
）であるため、遮蔽板３４０，３４０は集光レンズ２０３を透過した光束を遮ることはな
い。
【００５２】
　このまま術者が連続的に診察（内視鏡システムによる体腔内の観察）を行うと、口金１
６に照射されている光が熱に変わることによって、徐々に口金１６が加熱されていく。す
ると、この口金１６に接している熱伝導体４１０に熱が伝わり、熱伝導体４１０の温度が
変態点を超えると、この熱伝導体４１０に接している形状記憶合金ばね４００，４００が
変形し、ラック３２０，３２０が突起部３０１ｃに近づく方向に移動していく。即ち、口
金１６及びライトガイド１６１へ入射する光束の一部を遮蔽するように、集光レンズ２０
３を透過した光束の光路上に、絞り板３４０，３４０が移動する。その結果、口金１６に
照射される光の量が減るため、口金１６が過剰に加熱されることがなくなる。
【００５３】
　ところで、このような電子内視鏡システムを用いた診察を行う際には、診察内容に応じ
て、ライトガイド１６１の外径が異なる電子内視鏡１０を光源プロセッサ装置２０に対し
て取り替えて接続する場合がある。この場合には、口金１６の外径は等しく、当該口金１
６の内側に固定されたライトガイド１６１の基端の外径（及び、口金１６の内径）が異な
る電子内視鏡１０が、光源プロセッサ装置２０に取り替えて接続される。
【００５４】
　例えば、上記の電子内視鏡１０よりもライトガイド１６１の基端の外径が小さな電子内
視鏡が光源プロセッサ装置２０に接続された場合には、口金１６の厚さが厚いことになる
ため、初期状態において口金１６に照射される光の量が多くなる。この場合には、口金１
６が加熱され易いことになるが、口金１６の温度が上昇した時点で熱伝導体４１０を介し
て形状記憶合金ばね４００，４００へ熱が伝わり、その温度が変態点を超えたときに形状
記憶合金ばね４００，４００が変形して伸びることになり、絞り板３４０，３４０が集光
レンズ２０３を透過した光束の光路上に挿入されるため、口金１６が過剰に加熱されるこ
とはない。
【００５５】
　そのため、本実施形態による内視鏡システムを使用する術者は、光源プロセッサ装置か
らライトガイドを取り外すとき（交換するとき）に、火傷を負うことがなくなる。また、
本実施形態による内視鏡システムによると、ライトガイド自体が熱損傷によって破壊され
ることも、防ぐことができる。さらに、本実施形態による内視鏡システムによると、口金
１６の温度を検出するための部品（例えば温度センサー），及び、検出した温度に基づい
て口金１６へ照射される光の量を調整するための電気的制御装置（例えば、絞り板３４０
，３４０をモータ駆動で移動させる装置）等を用いる必要が無いため、光源プロセッサ装
置２０を極めて安価に製造することができる。
【００５６】
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　なお、本実施形態では形状記憶合金ばね４００が加熱されたときに伸びるものを用いた
場合について説明したが、本発明はこれに限られる必然性は無い。例えば、加熱されたと
きに縮むように形状記憶合金ばね４００が設計されている場合には、第１の部品群におけ
る熱伝導体４１０（及び熱伝導体保持孔３０１ｂ）及び形状記憶合金ばね４００，４００
と、第３の部品群における突起部３０１ｃ及びばね４２０，４２０との位置を入れ替えれ
ば良い。この場合には、熱伝導体４１０（口金１６）が加熱されたときには、形状記憶合
金ばね４００が縮むため、ラック３２０が熱伝導体４１０へ近づく方向へ移動することに
より、絞り板３４０が光路中に挿入され、口金１６に照射される光量が減少する。また、
熱伝導体４１０（口金１６）への加熱がなくなった（弱まった）場合には、ばね４２０が
元の形状に戻る力が形状記憶合金ばね４００による力よりも強くなるため、絞り板３４０
が光路中から退避するように移動するようになる。
【００５７】
　以上のように、本実施形態によると、ライトガイドの径が異なる電子内視鏡が取り替え
て接続されたとしても、ライトガイドの基端周辺が異常な高温になることを防ぐことがで
きる光源プロセッサ装置を、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の実施形態による内視鏡システムの外観を示す外観図
【図２】電子内視鏡１０と光源プロセッサ装置２０との接続部分の断面図
【図３】ライトガイド１６１の軸方向と平行な面における口金保持ユニット３０の断面図
【図４】ライトガイド１６１の軸方向と垂直な面における口金保持ユニット３０の断面図
【図５】支持材３０１ｂの上面から見た駆動部４０の概略図
【図６】熱伝導体４１０の加熱・放熱による駆動部４０の動作の説明図
【符号の説明】
【００５９】
１０　　電子内視鏡
１６　　金属管
１６１　ライトガイド
２０　　光源プロセッサ装置
２２　　ソケット
２３　　貫通孔
２０１　光源
２０３　集光レンズ
３０　　口金保持ユニット
３０１　支持材
３０１ｃ　突起部
３１０，３２０　ラック
３３０　ピニオンギア
４０　　駆動部
４００　形状記憶合金ばね
４１０　熱伝導体
４２０　ばね
６０　　モニター
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